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制御による X線出力の安定，向上がみられるが，X線 CT装置や MRI装置など高額な装置























面線量（Entrance Surface Dose : ESD）は簡易的な方法によって評価は可能であるが，X線装
置の平均値を採用しているため施設固有の ESD を求めることはできない．自施設の品質管
理データを活用することで，使用者は各装置固有の特性を反映したより精度の高い線量の
把握が可能となり，安全，安心の医療に貢献できると考える． 
本研究により，使用者が診断用 X線装置の日常管理を含めた統合品質管理を実践でき，X
線出力の変動から自施設の ESDを含めた経時的な変化を把握することが可能となった． 
